
　
　
　

は
じ
め
に

　

築
島
裕
博
士
は
、『
訓
点
語
彙
集
成
』（
平
成
十
七
年
二
月
〜
平
成
二
十
一
年
八
月
、

汲
古
書
院
）
の
公
開
提
示
に
よ
っ
て
、
古
訓
点
資
料
を
俯
瞰
し
た
形
で
の
語
彙
分
布
（
訓

点
資
料
に
お
け
る
語
詞
の
集
成
）
を
示
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
を
中
心
と

し
た
訓
点
資
料
に
現
れ
る
語
彙
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
成
っ
た
。
周
知
の

如
く
、
こ
の
『
訓
点
語
彙
集
成
』
の
刊
行
は
、
従
来
の
古
語
辞
典
の
全
面
的
改
訂
を
迫

る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、『
訓
点
語
彙
集
成
』
は
、
出
現
語
詞
の
存
在

を
、
語
詞
レ
ベ
ル
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
語
詞
の
存
在
は
検
索
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
飽
く
ま
で
単
語
単
位
の
掲
出
で
あ
る
と
い
う
憾
み
を
残
す
も
の

で
あ
る
。
即
ち
、
語
彙
論
レ
ベ
ル
で
の
利
用
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
意
味
論
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
研
究
者
に
要
求
さ
れ
る
当
然
の
事
柄
で
あ
る
が
、

原
本
に
よ
る
文
脈
の
確
認
が
必
須
と
な
る
。

　

稿
者
が
忖
度
す
る
に
、
こ
の
憾
み
の
一
つ
の
解
決
方
向
と
し
て
、『
古
語
大
鑑　

第
１

巻
』（
平
成
二
十
三
年
一
二
月
初
版
、
東
京
大
学
出
版
会
、
以
下
続
刊
刊
行
途
中
）
の
出

版
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
『
古
語
大
鑑
』
は
、
所
謂
、
古
語
辞
典
の
類
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
意
味
論
的
な
補
ぎ
な
い
を
『
古
語
大
鑑
』
に
求
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

右
の
二
書
は
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究
に
お
い
て
画
期
的
な
業
績
で
あ
る
と
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
批
判
的
な
考
察
に
及
ぼ
う
と
し
た
時
、
後
者
の
『
古

　
　

訓
点
資
料
語
彙
の
文
脈
つ
き
電
子
デ
ー
タ
提
供
の
一
試
案　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

本　

光　

隆

　
　
　
　
　

—
—

高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
巻
第
一
仮
名
点
箇
所
訓
読
文
用
例
集
（
稿
）
一—

—

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

語
大
鑑
』
は
、
項
目
の
執
筆
者
、
あ
る
い
は
、
編
集
者
に
よ
っ
て
『
訓
点
語
彙
集
成
』

の
全
て
の
語
詞
が
用
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、『
古
語
大
鑑
』
の

意
味
記
述
を
批
判
し
よ
う
意
図
し
た
場
合
、
考
え
ら
れ
る
手
立
て
は
、『
訓
点
語
彙
集
成
』

に
掲
げ
ら
れ
た
あ
る
語
詞
の
全
用
例
を
研
究
者
が
閲
覧
実
見
し
て
、
文
・
文
章
単
位
の

調
査
を
行
っ
て
、
批
判
を
加
え
る
と
い
う
手
順
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
、
電
子
デ
ー
タ
コ
ー
パ
ス
の
構
築
に
よ
っ
て
、
電
子
テ
キ
ス
ト
の
検
索
が
、
多

く
の
資
料
に
つ
い
て
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る（

１
）。

か
か
る
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、
訓
点

資
料
言
語
デ
ー
タ
の
電
子
化
は
、
中
々
に
進
捗
を
見
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
国
語
学
の

中
に
お
い
て
は
特
殊
だ
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
「
漢
文
訓
読
語
史
」
研
究
で
あ
る
が
、

例
え
ば
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
如
く
、
複
数
の
研
究
者
が
参
加
し
た
研
究

集
団
で
、
継
続
的
に
高
山
寺
経
蔵
の
調
査
を
続
け
て
い
る
研
究
者
の
一
つ
の
責
務
は
、

引
き
続
き
継
続
的
に
高
山
寺
経
蔵
に
所
蔵
さ
れ
る
訓
点
資
料
の
電
子
デ
ー
タ
の
提
供
を

考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
下
に
述
べ
る
如
く
、
訓
点
資
料
言
語
の
電
子
デ
ー
タ
化
を
考
え
よ
う
と
す
る
時
、

様
々
な
障
害
が
存
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
詳
細
の
一
部
は
、
次
節
以
降
で
再

び
触
れ
る
が
、
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
、
如
何
な
る
形
で
提
供
す
る
の
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
上
で
検
索
し
や
す
い
か
否
か
と
い
う
問
題
が
大
き
い
。
今
考
え
ら
れ
る
訓
点
資
料
語

彙
の
公
へ
の
提
示
方
法
で
ベ
ス
ト
な
の
は
、
原
本
影
印
に
、
読
み
下
し
文
を
付
し
、
更
に
、

総
索
引
を
備
え
る
形
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
電
子
テ
キ
ス
ト
で
提
供
す
る
必
要
も
無
い
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
資
料
の
全
体
像
を
提
供
す
る
に
も
膨
大
な
労
力
と
時
間
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
資
料
の
選
別
基
準
の
問
題
が
存
し
て
、
三
千
点
以
上
に
及
ぶ
と
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さ
れ
る
平
安
時
代
訓
点
資
料
の
加
点
の
粗
密
に
よ
っ
て
、
優
先
さ
れ
る
資
料
は
、
極
限

ら
れ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
実
は
、
三
千
点
以
上
と
言
わ
れ
る
平
安
時
代
の

訓
点
資
料
も
、
儀
軌
や
次
第
の
類
は
遺
存
点
数
が
多
い
も
の
の
、
そ
の
大
部
分
は
、
言

語
量
も
小
さ
く
し
か
も
仮
名
加
点
の
疎
な
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
全
文
の
訓
読
資
料
の

資
料
公
開
提
供
は
、
実
労
の
割
に
は
実
効
が
少
な
い
と
批
判
さ
れ
る
も
の
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
信
頼
性
の
点
で
語
形
や
表
現
の
確
定
が
可
能
な
、
信
を
お
け
る
豊
富
な
用

例
を
提
供
す
る
資
料
と
し
て
、
そ
の
利
用
価
値
は
高
く
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
即
ち
、
公
開
が
優
先
さ
れ
る
資
料
は
、
極
一
部
の
、
所
謂
良
質
の
加
点
本
で
あ

る
と
研
究
者
が
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
に
お
い
て
、
全
文
の
公
開
と
い

う
前
提
か
ら
は
暫
く
後
退
す
る
が
、
検
索
の
便
を
考
慮
し
つ
つ
、『
訓
点
語
彙
集
成
』
の

欠
を
補
え
る
次
善
の
訓
点
資
料
言
語
の
電
子
テ
キ
ス
ト
提
供
を
模
索
し
て
、
一
試
案
を

示
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
然
な
が
ら
、
本
稿
に
つ
い
て
の
批
判
を
期
待
し
つ
つ
、
た
た
き
台
と
し
て
本
稿
を

提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

一
、
訓
点
資
料
言
語
デ
ー
タ
の
検
索
上
の
困
難

　

訓
点
資
料
の
電
子
デ
ー
タ
の
公
開
提
供
自
体
は
、
さ
ほ
ど
の
困
難
を
伴
う
も
の
で
は

無
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
本
稿
の
場
合
も
、
刊
行
後
に
広
島
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ

ト
リ
に
掲
載
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
入
稿
を
、
今
使
用
し
て
い
る
ソ

フ
ト
で
あ
るAdobe

のInD
esign

か
らPD

F

フ
ァ
イ
ル
に
出
力
し
て
、
こ
れ
を
サ
ー

バ
で
公
開
し
て
戴
け
れ
ば
、PD

F

フ
ァ
イ
ル
で
の
文
字
列
検
索
が
出
来
る
訳
で
あ
る
か

ら
、
機
械
的
な
検
索
は
簡
単
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
。

　

し
か
し
、
問
題
の
所
在
は
、
ど
の
よ
う
な
形
に
整
形
し
た
電
子
デ
ー
タ
を
提
供
す
る

か
と
言
う
問
題
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、PD

F

フ
ァ
イ
ル
の
読
み
下
し
文
に
基
づ
き
簡
単
に

機
械
的
に
は
検
索
で
き
る
が
、
検
索
者
側
が
検
索
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
如
何
に
設
定
す
る

か
と
言
っ
た
問
題
が
存
す
る
。
つ
ま
り
、
訓
読
文
の
生
デ
ー
タ
の
提
供
だ
け
で
は
、
如

何
に
も
検
索
が
不
便
で
、
し
か
も
、
常
に
検
索
漏
れ
の
不
安
を
抱
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
平
仮
名
漢
字
交
り
文
資
料
の
場
合
、
生
翻
字
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
表
記
は
、

大
き
く
は
、
平
仮
名
か
漢
字
か
、
あ
る
い
は
、
語
に
よ
っ
て
は
漢
字
＋
平
仮
名
で
表
記

さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
ろ
う
か
ら
、
活
用
語
の
場
合
は
活
用
語
尾
の
変
化
を
想
定
し
て
、

考
え
得
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
全
て
を
尽
く
し
て
検
索
を
掛
け
る
こ
と
が
、
労
を
厭
わ

ね
ば
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
し
、
デ
ー
タ
を
整
形
さ
れ
て
、
検
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
し
と
し
な
い
か
ら
、
そ
う
し
た
利
用
の
便
に

恵
ま
れ
た
環
境
で
検
索
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

稿
者
は
以
下
よ
う
に
は
捉
え
て
は
い
な
い
が
、「
漢
文
訓
読
語
史
の
学
が
特
殊
で
あ
る
」

と
の
不
当
な
る
評
価
の
一
因
に
は
、
訓
読
文
の
複
雑
さ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
即
ち
、
片
仮
名
加
点
は
片
仮
名
を
用
い
て
訓
読
文
を
作
成
し
、
ヲ
コ
ト
点
の
表

示
に
は
平
仮
名
を
用
い
、
ま
た
、
研
究
者
の
恣
意
の
補
読
に
は
（　

）
を
付
し
て
、
片

仮
名
ま
た
は
平
仮
名
が
用
い
ら
れ
る
の
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
、
諸
符
号
の
表
記
は
学
界
的
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
存
し
な
い
と
思
わ
れ

る
し
、
複
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
同
一
資
料
の
訓
読
文
の
公
表
が
成
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
訓
読
文
間
の
校
異
も
夥
し
い
も
の
が
有
る
場
合
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
す

る
批
判
︱
利
用
資
料
と
し
て
の
潜
在
的
不
安
︱
も
存
す
る
。
ま
た
、
複
数
の
訓
読
が
施

さ
れ
た
箇
所
に
は
異
読
を
立
て
る
か
ら
、
用
例
の
文
脈
が
折
れ
曲
が
る
。
研
究
上
の
諸

種
の
レ
ベ
ル
で
の
訓
点
資
料
言
語
に
対
す
る
不
確
実
性
や
困
難
が
実
際
に
存
在
し
て
、

研
究
者
の
慣
れ
な
い
と
言
う
主
観
的
・
感
覚
的
疎
外
感
が
存
す
る
点
を
認
め
る
の
に
稿

者
も
吝
か
で
は
な
い
。

　

こ
と
、
生
の
訓
読
文
電
子
デ
ー
タ
の
提
供
に
対
す
る
検
索
の
問
題
に
限
れ
ば
、
想
定

さ
れ
う
る
検
索
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
設
定
の
問
題
が
大
き
い
。

　

ま
ず
、
あ
る
語
詞
の
検
索
に
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
想
定
が
尽
く
さ
れ
た
も
の
か
否
か

の
判
断
に
不
安
が
付
き
ま
と
う
。
即
ち
、
あ
る
語
形
の
表
示
に
、
一
資
料
中
に
様
々
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
想
定
さ
れ
て
、
片
仮
名
表
示
・
ヲ
コ
ト
点
表
示
（
検
索
ワ
ー
ド
入
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力
の
平
仮
名
片
仮
名
の
別
）
の
問
題
、
完
全
付
訓
・
部
分
付
訓
（
片
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点

交
り
の
表
示
は
元
よ
り
、
一
語
の
ど
の
音
節
の
加
点
が
あ
る
か
も
状
況
に
よ
っ
て
様
々

で
あ
る
）
の
問
題
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
極
端
な
話
、
煩
を
厭
う
な
と
の
精
神
論
に
立

て
ば
、
機
械
に
は
頼
ら
ず
訓
読
文
の
端
か
ら
端
ま
で
自
分
の
目
で
検
索
せ
よ
と
言
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
、
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
の
検
索
の
便
を
考
え

れ
ば
、
デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
整
形
の
方
針
を
立
て
て
、
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
必
要
が
生

じ
る
。
稿
者
は
、
検
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
書
け
る
よ
う
な
力
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
、
現

存
の
遺
存
訓
点
資
料
の
絶
対
量
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
一
個
人
、
あ
る
い
は
、
少
人
数

の
研
究
者
集
団
だ
け
で
は
、
訓
点
資
料
の
大
半
を
カ
バ
ー
で
き
る
言
語
デ
ー
タ
蓄
積
が

可
能
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
多
数
の
研
究
者
個
々
人
が
個
々
人
の
資
格
に
お
い
て
、

し
か
も
数
世
代
を
重
ね
て
入
力
し
た
電
子
デ
ー
タ
が
集
積
さ
れ
れ
ば
、
将
来
的
に
全
体

像
が
見
通
せ
る
、
そ
ん
な
遠
大
な
道
筋
を
考
え
て
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

即
ち
、
研
究
者
個
々
人
に
個
性
が
あ
ろ
う
か
ら
、
デ
ー
タ
形
式
が
異
な
っ
た
も
の
と
し

て
提
供
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
研
究
者
個
々
人
、
あ
る
い
は
、
研
究
者
の
集
団
の

複
数
が
公
開
し
て
蓄
積
し
た
も
の
が
公
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
考
え
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
が
気
軽
に
入
力
・
蓄

積
で
き
る
方
式
を
採
る
べ
き
で
、
殊
更
に
入
り
組
ん
だ
様
式
を
一
般
化
す
べ
き
で
は
な

い
し
、
入
門
段
階
の
学
部
生
で
も
用
例
の
理
解
、
入
力
の
出
来
る
様
式
が
望
ま
し
い
。

　
　

二
、
過
去
の
訓
点
資
料
訓
読
文
の
電
子
デ
ー
タ
化
の
例

　

稿
者
の
関
係
す
る
限
り
に
お
い
て
の
過
去
の
訓
点
資
料
訓
読
文
の
電
子
デ
ー
タ
化
の

例
を
掲
げ
て
み
る
。
久
遠
寺
本
本
朝
文
粹
は
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
に
汲
古
書
院
か
ら

モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
複
製
が
出
版
さ
れ
、
こ
の
複
製
本
を
依
拠
資
料
と
し
て
学
生
達
と
訓

読
文
の
作
成
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
実
例
を
以
下
に
示
し
て
み
る
が
、
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
訓
読
文
の
電
子
デ
ー
タ
化
を
行
っ
て
、
数
年
間
の
成
果
を
蓄
積
し

よ
う
と
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
デ
ー
タ
自
体
は
公
開
し
た
も
の
で
は
無
い
が
、
そ
の
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
作
成
の
際
の
凡
例
と
実
際
の
訓
読
文
一
部
を
以
下
に
掲
げ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
こ
の
電
子
デ
ー
タ
の
蓄
積
の
最
大
の
目
的
は
、
久
遠
寺
本
本
朝
文
粋
の
訓
読

文
を
継
続
的
に
作
成
す
る
際
、
既
に
蓄
積
し
た
電
子
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
検
索
し
て
、

後
の
訓
読
文
作
成
進
行
上
に
実
証
的
根
拠
を
求
め
る
た
め
に
検
索
の
便
を
考
慮
し
た
も

の
で
あ
る
。
想
定
し
た
検
索
は
、
久
遠
寺
本
本
朝
文
粋
に
存
す
る
漢
字
の
単
字
を
検
索

で
き
れ
ば
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。
訓
読
文
作
成
の
凡
例
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

本
朝
文
粋
訓
読
文TXT

入
力　

凡
例

一
、
久
遠
寺
本
本
朝
文
粋
に
加
点
さ
れ
た
訓
点
に
従
っ
て
、
訓
読
文
を
作
成
す
る
。
加
点
の
片
仮
名
は

　

片
仮
名
で
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で
表
示
す
る
。
私
に
補
読
し
た
も
の
は
、（　

）
に
包
ん
で
平
仮
名

　

で
表
示
す
る
。

一
、
訓
読
文
の
入
力
に
あ
た
っ
て
、
本
文
の
漢
字
は
、JIS

第
二
水
準
ま
で
に
含
ま
れ
る
漢
字
の
内
、

　

旧
活
字
体
に
あ
た
る
も
の
で
翻
字
す
る
事
を
原
則
と
す
る
が
、JIS

第
二
水
準
ま
で
に
該
当
の
字
体

　

が
存
在
し
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
外
字
に
相
当
す
る
場
合
は
以
下
の
よ
う
に
処
理
・
入
力
し
て
お

　

く
も
の
と
す
る
。

	

◎
〓
｛
口
＋
縛
｝	

〓
｛
水
＋
齋
｝	

な
ど

　

ま
た
、踊
り
字
で
訓
読
に
際
し
て
元
の
字
が
分
か
り
に
く
い
も
の
は
、踊
り
字
の
後
に
元
の
字
を
（　

）

　

に
包
ん
で
表
示
す
る
。

一
、原
本
の
行
数
は
、各
行
頭
字
に
▲
を
付
し
た
上
に
、『
身
延
山
久
遠
寺
藏
重
要
文
化
財
本
朝
文
粹
』（
昭

　

和
五
十
五
年
九
月
、
汲
古
書
院
）
の
頁
数,

行
数
を
算
用
数
字
で
表
示
す
る
。

一
、
訓
読
文
作
成
時
に
お
い
て
、
不
読
を
表
示
す
る
場
合
は
、

	

◎
［
於
］	［
也
］	

な
ど

　

ま
た
、
再
読
の
二
度
目
の
読
み
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
表
示
す
る
。

	

◎
［
當
］（
再
讀
）

一
、
本
文
の
ル
ビ
は
、
以
下
の
よ
う
に
表
示
す
る
。
活
用
語
は
、
語
幹
を
｛　

｝
に
括
り
、
活
用
語
尾

　

を
本
行
に
送
る
。
副
詞
・
接
続
詞
は
、
最
終
音
節
を
本
行
に
送
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

	
◎
來
｛
キ
タ
｝
ル	

來
｛（
き
）
タ
｝
ル	

迎
｛
ム
（
か
）｝
ヘ
テ	

な
ど

　

ま
た
、
左
傍
訓
の
表
示
は
、
以
下
に
よ
る
。

	

◎
呼
｛
左
、
ヨ
ハ
｝
ヒ	

稱
｛
左
、（
と
）
ナ
｝
ヘ
テ	

な
ど
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ま
た
、
熟
字
訓
の
表
示
は
、
以
下
に
よ
る
。

	

◎
以
＿
｛
コ
ノ
カ
タ
｝
來	

然
＿
｛（
し
か
）
レ
ト
｝
而
モ	

な
ど

一
、
本
文
に
付
さ
れ
た
符
号
は
，
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
示
す
。

	
声
点
◎
東
（
平
）	

業
（
入
濁
）	

な
ど

	
返
点
◎
山
（
返
）
に
登
（
る
）。	

山
（
一
）
に
登
（
二
）
る
。	

な
ど

	

　

＊
返
点
は
、
雁
点
・
返
点
を
兼
ね
た
「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
と
も
に
（
返
）
で
表
示
す
る
。

	

句
切
点
◎
（
漢
字
中
央
の
「
・
」）
→
・	

（
漢
字
右
下
の
「
・
」）
→
。

	

音
読
符
・
訓
読
符
◎
天
（
音
）	

土
（
訓
）	

な
ど

	

人
名
符
◎
教
隆
（
人
名
）	

な
ど

　

ま
た
、
一
漢
字
に
複
数
の
符
号
が
重
な
る
場
合
は
、

	

「
音
読
符
・
訓
読
符
」「
声
点
」「
一
二
点
」「
返
点
」「
片
仮
名
点
」「
ヲ
コ
ト
点
」

　
　

の
順
に
表
示
す
る
。

一
、
異
読
の
あ
る
箇
所
は
、［
イ
、　

］
と
注
記
し
た
括
弧
に
包
ん
で
表
示
す
る
。

一
、
割
注
は
、〈　

〉
に
包
ん
で
表
示
す
る
。
割
注
内
の
改
行
は
「
／
」
で
表
示
す
る
。

一
、
久
遠
寺
本
の
闕
損
部
を
他
本
に
よ
っ
て
補
填
し
た
場
合
、《　

》
に
包
ん
で
表
示
す
る
。

一
、
文
の
切
れ
目
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
句
読
点
の
な
い
箇
所
に
は
、
適
宜
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。

一
、
訓
読
注
は
訓
読
文
末
尾
に
一
括
し
、
本
文
中
の
被
注
字
句
に
は
そ
の
直
前
に
「
＊
」
を
付
す
。

一
、
以
上
の
訓
読
文
は
、TXT

フ
ァ
イ
ル
の
形
で
、
集
積
す
る
も
の
と
す
る
。

検
索
機
種
の
汎
用
性
を
考
え
た
も
の
で
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
訓
読
文
を
作
成

し
た
。
実
際
の
デ
ー
タ
の
一
部
は
、左
に
掲
げ
た
如
き
も
の
で
あ
る
。
所
在
の
ペ
ー
ジ
数
、

行
数
以
外
は
、
全
画
の
第
二
水
準
ま
で
の
文
字
を
使
っ
た
も
の
で
、
片
仮
名
の
振
り
仮

名
訓
点
や
、
返
点
、
声
点
の
表
示
、
再
読
な
ど
の
注
も
総
て
全
角
文
字
を
使
っ
て
、
本

行
に
組
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

003,05

▲
改
元
（
の
）
詔　
　

慶—

保—

＊
胤

003,06

▲
詔
｛
セ
ウ
｝
ス
・
唐—

尭
［
之
］
民
（
返
）
を
馭
（
去
濁
）｛
キ
ヨ
｝
ス
ル
［
也
］・
敬
｛
ツ
ヽ

シ
｝
ン
て
時
（
返
）
を
授
（
く
）（
返
）
と
雖
（
も
）
而
モ
未
（
た
）
號
（
返
）｛
カ
ウ
｝
ア
ラ
［
未
］（
再

讀
）。
漢—

武
［
之
］
俗
（
返
）
を
撫
｛
ナ
｝
ツ
ル

003,07

▲
［
也
］・
初
て
建—

元
を
以
而
｛
て
｝
名
（
返
）
と
爲
｛
す
｝。
爾
｛
シ
カ
シ
｝
自
（
り
）
以

＿
來
（
た
）・
或
は
休
｛
キ
ウ
｝—

祥
に
遇
｛
ア
｝
フ
以
｛
て
｝
元
（
返
）（
音
）
を
開
キ　

或
は
災
｛
サ

イ
｝—

變
に

003,08

▲
依
（
り
）
以
｛
て
｝
暦
（
返
）
を
革
｛
ア
ラ
タ
｝
ム
。
朕
（
去
）｛
チ
ン
｝・
庸
（
平
）｛
ヨ
ウ
｝—

虚
（
返
）
ナ
ル
を
以
て
猥
｛
ミ
タ
リ
カ
ハ
｝
シ
ク
神—

器
を
守
ル
。
日
（
返
）
を
愼
（
む
）
こ
と
是
（
れ
）

幾
＿

003,09

▲
多
｛
イ
ク
ハ
｝
ク
の
日
ソ
・
年
（
返
）
を
計
｛
カ
ソ
｝
フ
レ
は
只
（
た
）
十
五
年
。
＊
天
［
之
］

未
｛
イ
｝（
ま
た
）
忘
（
返
）
レ
［
未
］（
再
讀
）｛
サ
｝
ル
・
屡
｛
シ
ハ
／
＼
｝
妖
（
平
）｛
ヨ
ウ
｝—

恠
（
去
）

｛
ク
ワ
イ
｝
を
呈
｛
ア
ラ
ハ
｝
シ
＊
而
｛
て
｝
相
（
ひ
）
＿

003,10

▲
誡
｛
イ
マ
シ
｝
ム
。
徳
［
之
］
是
（
れ
）
＊
薄
キ
・
競
（
平
）｛
キ
ヨ
ウ
｝—

（
入
）｛
テ
キ
｝

を
致
（
す
）
と
雖
（
も
）
而
モ
消
（
返
）（
え
）
不
。
去
｛
イ
ン
｝
シ
＿
年
・
＊
黍
（
上
）｛
シ
ヨ
｝
稷
（
入
）

｛
シ
ヨ
ク
｝［
之
］
炎—

003,11

▲
旱
に
遇
｛
ア
｝
ヘ
ル
［
矣
］・
民—

戸　

殆
｛
ホ
ト
ヲ
｝
ト
天
（
返
）
無
（
し
）。
宮
￣
室
［
之
］

灰
（
平
）—

燼
（
去
）｛
シ
ン
｝
と
爲
｛
ナ
｝
ル
［
焉
］・
皇—

居　

唯
（
た
）
地
（
返
）｛
チ
｝
ノ
ミ
有

（
り
）。
修
（
返
）｛
ツ
ク
｝
ラ
ン
と

003,12

▲
欲
｛
ヲ
モ
｝
ヘ
は
又
（
た
）
百—

姓
（
の
）［
之
］
費
（
一
）｛
ツ
ヰ
エ
｝
を
作
（
二
）｛
ナ
｝
ス
。

將
｛
マ
（
さ
）｝
に
廢
（
返
）｛
ス
｝
テ
ン
と
［
將
］（
再
讀
）｛
ス
｝
レ
ハ
素
｛
モ
ト
ヨ
｝
リ
一
￣
人
（
の
）

［
之
］
居
（
一
）（
音
）
に
非
（
二
）（
ら
す
）。［
于
］

003,13

▲
懷
（
返
）｛
フ
ト
コ
ロ
｝
に
惻
（
入
）｛
フ
ク
｝｛
左
、
／
ソ
ク
｝—

隱
（
上
）｛
イ
ン
｝｛
左
、

イ
ン
｝（
す
れ
は
）
寤
（
去
濁
）｛
コ
｝—

寐
（
去
濁
）｛
ヒ
｝
に
忍
（
返
）
ヒ
難
シ
。
方
に
＿
今
・
上
（
去
）—

玄
（
平
）（
の
）［
之
］
譴
｛
セ
メ
｝・
便
｛
ス
ナ
ハ
｝
チ
是
（
返
）
の
如
シ
・
中—

丹
（
の
）［
之
］
謝
（
去
）・

奈
＿
何
｛
イ
カ
ン
カ
｝
セ
ン
ト

003,14

▲
欲
｛
ス
｝
ル
。
宜
（
く
）
正
（
去
）—

朔
（
平
）
を
改
メ
以
｛
て
｝
率
｛
シ
ユ
ツ
｝—

土
（
の
）

［
之
］
聽
（
一
）｛
キ
ヽ
｝
を
易
（
二
）｛
カ
｝
ヘ
・
徳—

政
（
返
）
を
施
（
し
）
て
以
て
圓
（
平
）—

004,01

▲
扉
（
平
）｛
ヒ
｝（
の
）［
之
］
冤
（
上
）｛
タ
シ
ナ
ミ
｝
を
解
（
中
）｛
ト
｝
ク
［
宜
］（
下
）（
再
讀
）

（
し
）。
其
（
れ
）
天
元
六
年
（
返
）
を
改
メ
て
永
觀
元
年
と
爲
｛
セ
｝
ヨ　

天
｛
左
、テ
ム
｝—

下
￣
｛
左
、

ケ
｝（
返
）
に
大
｛
左
、
／
タ
イ—

｝—

赦
｛
左
、
シ
ヤ—

｝
シ
て

004,02

▲
今
日
｛
＼
ケ
フ
｝（
訓
）｛
左
、コ
ン
ニ
チ
｝
の
昧
（
去
）｛
マ
イ
｝
︱
爽
（
上
）｛
左
、／
サ
ウ
｝

已
￣
前
｛
左
、
／
セ
ン
｝
に
・
大
（
平
濁
）｛
タ
イ
｝
￣
辟
（
入
濁
）｛
ヒ
ヤ
ク
｝
已
￣
下
｛
ケ
｝
＊
罪
・

輕
￣
重
と
無
ク
。
已
｛
イ
｝
￣
發
｛
ホ
ツ
｝
￣
覺
（
入
）・
未
｛
ミ
｝
￣

004,03
▲
發
￣
覺
・
已
￣
結
￣
正
・
未
￣
結
￣
正
・
咸
｛
コ
ト
／
＼
｝
ク
皆
（
な
）
赦
￣
除
セ
ヨ
［
之
］。

又
（
た
）
一
＊
度
竊
｛
＼
セ
ツ
｝
￣
盗
｛
＼
タ
フ
｝
の

04,04

▲
｛
貝
＋
蔵
｝（
平
濁
）（
返
）｛
サ
ウ
｝
ヲ
計
｛
ハ
カ
｝
ル
に
・
三—

端
（
平
）
已
￣
下
ナ
ラ
ハ
・

同
ク
以
て
赦
￣
免
セ
ヨ　

但
（
し
）
八
｛
左
、
ハ
ツ
｝
￣
虐
（
入
濁
）｛
キ
ヤ
ク
｝｛
左
、—

キ
ヤ
ク
｝・
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故
￣
殺
（
入
）・
謀
｛
ム
｝
￣
殺
（
入
）・
私
（
上
）—

鑄
（
平
濁
）｛
シ
ユ
｝—

004,05

▲
錢
（
上
）・
強
￣
竊
二
￣
盗
（
上
）（
返
）（
を
）
＊
犯
｛
ヲ
カ
｝
シ
て
常
￣
赦　

所
￣
不
￣

免
の
者
｛
モ
ノ
｝
は
赦
の
限
（
一
）
リ
に
在
（
二
）（
返
）（
ら
）
不
。
又
（
た
）
老
￣
人　

及
（
ひ
）

004,06
▲
僧
￣
尼
の
年
百
￣
歳
已
￣
上
ナ
ラ
ン
に
は
穀
｛
ヨ
ネ
｝
四
＊
斛
。
九
￣
十
以
上
に
は
三
斛
。

八
十
已

004,07

▲
上
に
は
二
斛
。
七
十
已
上
に
は
一
斛
（
一
）｛
□
ク
｝
給
（
二
）｛
タ
マ
｝
ヘ
。
庶
｛
コ
｝
ヒ

＿
幾
｛
ネ
カ
ハ
ク
｝
は
餘—
殃
を
［
於
］
＊
未
｛
ヒ
｝
￣
＊
萌
（
返
）｛
左
、／
マ
ウ
｝
に
攘
（
二
）｛
ハ

ラ
｝
て

004,08

▲
幣—

俗
を
［
於
］
有
截
（
入
）（
一
）｛
セ
ツ
｝
に
期
（
二
）｛
コ
｝
セ
ン
。
遐
（
平
）—

邇
（
上

濁
）（
返
）
に
布
シ
＿
告
｛
ツ
｝
ケ
て
朕
か
意
を
知
ラ
令
メ
ヨ
。
主
￣
者
施
｛
シ
｝—

行
す

004,09

▲　
　

永
觀
元
年
四
月
十
五
日

　
　
　
　
　
【
本
朝
文
粋　

訓
讀
注
】

003,05

「
胤
」
︱
下
欄
外
「
胤
」
ト
ア
リ

003,09

「
天
」
︱
左
上
点
ア
リ
不
審

003,09

「
而
」
︱
左
下
点
不
審
、「
て
」
ト
ス

003,10

「
薄
」
︱
擦
消
ア
リ

003,10

「
黍
」
︱
擦
消
ア
リ

004,02

「
罪
」
︱
「
羅
」
ヲ
訂
シ
右
傍
ニ
「
罪
」
ヲ
書
ク

004,03

「
度
」
︱
右
上
墨
書
ア
リ
不
審

004,05

「
犯
」
︱
左
傍
ニ
「
ホ
ム
ー
ハ
ツ
キ
ヤ
ク
」
ト
ア
リ

004,06

「
斛
」
︱
左
傍
ニ
「
一
」
ヲ
擦
消
ス

004,07

「
未
」
︱
右
傍
「
メ
イ
」
見
消

004,07

「
萌
」
︱
右
傍
ニ
墨
書
ア
リ
不
審

右
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
は
、
最
終
的
に
は
、

003,05

▲
改
元
（
の
）
詔　
　

慶—

保—

胤＊

003,06

▲
詔セ
ウ

ス
・
唐—

尭
［
之
］
民
（
返
）
を
馭キ
ヨ
（
去
濁
）
ス
ル
［
也
］・
敬ツ
ヽ
シン

て
時
（
返
）
を
授
（
く
）（
返
）
と

003,07　

雖
（
も
）
而
モ
未
（
た
）
號カ
ウ
（
返
）
ア
ラ
［
未
］（
再
讀
）。
漢—

武
［
之
］
俗
（
返
）
を
撫ナ

ツ
ル
▲
［
也
］・

　
　
　
　

初
て
建—

元
を
以
而て

名
（
返
）
と
爲す

。（
以
下
略
）

と
し
た
組
み
上
が
り
を
想
定
し
た
も
の
で
、
こ
の
組
み
上
が
り
の
表
示
を
総
て
ベ
タ
に

全
角
文
字
で
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
先
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
形

と
、
右
の
組
み
上
が
り
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
た
場
合
、
後
者
の
方
が
明
ら
か
に
文
脈
を

楽
に
追
え
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、
先
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
形
は
あ
く
ま
で

も
便
宜
的
な
も
の
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
検
索
の
用
も
、
当
初
は
、
漢
字
の

単
字
検
索
が
で
き
れ
ば
良
い
と
の
判
断
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
訓
読
語
の
語
彙
検

索
に
は
極
め
て
不
便
な
も
の
で
、
先
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
形
か
ら
訓
読
語
彙
が
検
索

で
き
る
よ
う
に
整
形
す
る
に
は
、一
語
一
語
の
タ
グ
を
付
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
形
の
ま
ま
で
加
工
す
る
と
す
る
と
、

003,06

▲
詔
｛
セ
ウ
｝【
せ
う
】
ス
【
す
】・
唐—

尭
【
た
う
げ
う
】［
之
］
民
【
た
み
】（
返
）
を
【
を
】

馭
（
去
濁
）｛
キ
ヨ
｝【
ぎ
よ
】
ス
ル
【
す
】［
也
］・
敬
｛
ツ
ヽ
シ
｝
ン
【
つ
つ
し
む
】
て
【
て
】
時
（
返
）

【
と
き
】
を
授
（
く
）（
返
）【
さ
づ
く
】
と
【
と
】
雖
（
も
）【
い
へ
ど
も
】
而
モ
【
し
か
も
】
未
（
た
）

【
い
ま
だ
】
號
（
返
）｛
カ
ウ
｝【
が
う
】
ア
ラ
【
あ
り
】［
未
］（
再
讀
）【
ず
】。
漢—

武
【
か
ん
ぶ
】［
之
］

俗
（
返
）【
ぞ
く
】
を
【
を
】
撫
｛
ナ
｝
ツ
ル
【
な
づ
】（
以
下
略
）

平
仮
名
の
総
タ
グ
を
付
し
た
が
、
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
形
の
ま
ま
で
は
、
即

座
に
は
殆
ど
文
脈
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
、
語
性
の
情
報
を
付
加
し
た

り
す
れ
ば
、
さ
ら
に
複
雑
な
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
な
っ
て
、
即
座
の
実
用
性
の
放
棄
に

等
し
い
こ
と
と
な
る
。

　

文
脈
を
簡
単
に
把
握
で
き
て
、
し
か
も
稿
者
の
よ
う
な
、
普
及
し
て
標
準
化
し
て
い

る
と
も
言
え
そ
う
なW

ord

やExcel

な
ど
の
ソ
フ
ト
が
使
え
ず
、
電
子
デ
ー
タ
の
扱

い
に
未
熟
な
も
の
が
、
上
級
者
と
肩
を
並
べ
て
等
し
並
み
に
入
力
で
き
、
し
か
も
、
複

数
の
人
間
が
関
与
し
て
電
子
デ
ー
タ
の
扱
い
に
能
力
差
が
で
き
な
い
形
を
選
択
し
よ
う

と
し
た
場
合
に
、
よ
り
簡
便
な
組
み
上
が
り
の
デ
ー
タ
を
用
意
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
各

人
の
能
力
差
が
あ
っ
て
、
可
能
な
限
り
で
の
入
力
は
、
如
何
に
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
各
自
の
利
用
す
る
ワ
ー
プ
ロ
等
で
表
現
で
き
て
、
し
か
も
、
ワ
ー
プ
ロ
の
種
類

を
選
ば
ず
、
漢
字
の
単
字
検
索
と
訓
読
語
彙
が
文
脈
付
で
か
つ
、
読
み
や
す
い
デ
ー
タ

と
し
て
検
索
で
き
る
様
式
。
そ
の
形
を
求
め
よ
う
と
し
た
場
合
の
次
善
の
方
法
は
、
次

節
よ
う
な
形
が
一
案
と
し
て
考
え
ら
れ
て
も
良
か
ろ
う
。

　
　

三
、
平
成
二
十
五
年
一
月
現
在
に
お
け
る
電
子
デ
ー
タ
提
供
の
一
試
案
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高
山
寺
に
は
、
重
要
文
化
財
第
Ⅰ
部
第
239
号
と
し
て
、
不
空
三
蔵
表
制
集
六
帖
を
蔵

す
る
。
こ
の
資
料
は
、
過
年
論
考
を
も
の
し
た
資
料
で
あ
る（

２
）が

、
ま
ず
以
下
に
は
、
巻

第
一
を
取
り
上
げ
て
、
検
索
の
便
を
考
え
つ
つ
、
訓
読
文
の
用
例
集
を
掲
げ
て
批
判
を

仰
ぐ
こ
と
と
す
る
。
以
下
、凡
例
を
参
照
戴
き
た
い
が
、訓
読
文
の
一
文
単
位
の
掲
出
と
、

所
在
情
報
に
続
い
て
、
検
索
の
便
を
考
え
て
検
索
用
の
見
出
し
語
に
あ
た
る
も
の
を
付

し
て
提
示
し
た
の
が
、
本
資
料
集
の
骨
子
で
あ
る
。

　

仮
名
点
の
総
加
点
箇
所
の
一
文
単
位
で
の
用
例
掲
出
と
、
検
索
用
語
の
用
意
は
、
意

味
論
な
ど
の
研
究
を
想
定
し
て
、
あ
る
程
度
の
文
脈
を
備
え
た
形
で
の
用
例
提
示
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヲ
コ
ト
点
で
の
語
形
表
示
を
、
今
、
無
視
し
た
形
を

採
る
こ
と
と
な
る
。
全
文
で
は
な
い
の
で
、
元
よ
り
文
章
・
文
体
研
究
の
た
め
の
資
料

提
示
を
殆
ど
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
現
時
点
で
、
仮
名
点
箇
所
を
特
定
し
て
取
り

上
げ
る
根
拠
は
、
以
下
に
基
づ
く
。

　

訓
点
資
料
の
訓
読
に
お
い
て
、
語
形
の
特
定
の
た
め
の
手
懸
か
り
と
し
て
確
度
が
高

い
の
は
、
仮
名
点
の
加
点
箇
所
で
あ
る
。
片
仮
名
の
場
合
、
基
本
的
に
は
一
字
が
一
音

節
に
対
応
し
た
も
の
と
し
て
帰
納
推
読
さ
れ
る
。
ヲ
コ
ト
点
の
表
示
に
比
べ
れ
ば
、
語

形
認
定
の
確
度
は
格
段
に
高
い
。
訓
点
資
料
か
ら
帰
納
さ
れ
る
片
仮
名
の
字
体
表
は
、

経
験
上
、
ヲ
コ
ト
点
の
帰
納
結
果
に
比
較
し
て
揺
れ
が
少
な
い
。
片
仮
名
に
準
ず
る
漢

字
「
令
」「
給
」「
事
」
や
「
〆
（
Ｖ
・
シ
テ
）」
が
訓
点
に
現
れ
る
場
合
が
あ
っ
て
、
仮

名
（
相
当
）
一
字
対
一
音
節
の
対
応
が
完
全
に
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
合
拗
音
表

示
の
「
火
」
な
ど
も
語
形
特
定
に
は
大
き
な
支
障
は
な
く
、
む
し
ろ
合
拗
音
表
示
の
確

度
の
高
い
例
で
あ
ろ
う
。
訓
点
資
料
に
お
け
る
語
形
の
確
度
の
問
題
か
ら
す
れ
ば
、
仮

名
お
よ
び
仮
名
に
準
ず
る
文
字
は
、
確
度
高
く
音
節
の
復
元
が
出
来
る
と
認
め
て
良
か

ろ
う
。

　

こ
れ
に
比
べ
て
、
ヲ
コ
ト
点
は
、
一
符
号
に
対
す
る
対
応
音
節
の
推
定
確
度
が
低
い

場
合
が
存
す
る
。
平
安
時
代
も
多
く
、
後
半
期
に
な
っ
て
点
図
集
に
現
れ
る
ヲ
コ
ト
点

種
が
使
用
さ
れ
る
訓
点
資
料
は
、
論
理
的
に
ヲ
コ
ト
点
図
を
根
拠
に
し
た
各
々
の
資
料

の
ヲ
コ
ト
点
の
帰
納
が
あ
る
程
度
保
証
さ
れ
よ
う
が
、
特
殊
点
と
さ
れ
る
ヲ
コ
ト
点
加

点
資
料
群
や
、
ヲ
コ
ト
点
図
集
に
未
掲
載
の
ヲ
コ
ト
点
種
、
特
に
、
平
安
初
期
の
訓
点

資
料
群
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
研
究
者
の
帰
納
し
た
推
読
が
実
証
的
根
拠
が
薄
い
ま
ま

混
入
す
る
。
即
ち
、
過
去
の
資
料
に
基
づ
く
実
証
的
論
拠
を
欠
い
た
ヲ
コ
ト
点
と
ヲ
コ

ト
点
の
担
う
音
節
価
値
に
基
づ
く
訓
読
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
過

去
の
研
究
に
遡
れ
ば
、例
え
ば
、山
田
本
法
華
経
方
便
品
平
安
初
期
点
の
複
数
の
訓
読
文
、

知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
の
複
数
の
訓
読
文
の
校
異
の
存
在
は
、

全
て
の
異
同
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
ヲ
コ
ト
点
の
帰
納
結
果
の
差
に
基
づ
く
も
の
も

少
な
し
と
し
な
い
。
仮
名
点
の
対
応
音
節
の
帰
納
よ
り
も
、
ヲ
コ
ト
点
に
よ
る
帰
納
結

果
の
方
が
確
度
が
低
い
と
の
評
価
は
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
よ
り
確
度
の
高
い
仮
名
点
の
加
点
箇
所
の
全
例
を
対
象
と
し
、
し
か
も
、

電
子
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
検
索
の
便
を
考
え
た
用
例
集
を
試
み
に
提
示
し
て
み
た
い
。

か
か
る
形
式
の
電
子
テ
キ
ス
ト
提
示
は
、
全
文
訓
読
文
公
開
に
は
当
然
劣
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
仮
名
点
加
点
箇
所
の
少
な
い
、
片
々
た
る
資
料
も
対
象
に
含
み
込
め
る
し
、

何
よ
り
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を
持
ち
得
な
い
稿
者
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
訓
点

資
料
の
電
子
テ
キ
ス
ト
を
文
脈
付
き
で
提
示
し
て
電
子
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
貢
献
で
き
る

長
所
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
も
の
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
様
式
案
と
し
て

は
後
に
用
例
集
と
し
て
掲
げ
る
如
く
、

35
、
輕
シ
ク
宸
︱

嚴ケ
ム

を
黷
「
ケ
カ
」「
シ
」［
イ
、
黷
す
］、
伏
（
し
）「
テ
」
深
「
ク
」
戰
︱

越
「
ス
」［
イ
、
戰
（
き
）

越ヲノ　ヽ

ク
に
深
シ
］
沙
門
智
藏
、
誠
惶
「
ヲ
ノ
ヽ
ク
」誠
恐
謹
言　
（
一
：
三
ウ
３
、・
か
ろ
が
ろ
し
・
シ
ン
ゲ
ム
・
け

が
す
・
て
・
ふ
か
し
・
す
・
を
の
の
く
・
ふ
か
し
・
を
の
の
く
・
）

の
様
な
形
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
方
式
で
のPD

F

フ
ァ
イ
ル
で
の
蓄
積
を
想
定

し
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
テ
キ
ス
ト
形
式
の
デ
ー
タ
を
対
象
に
、U

N
IX

ベ
ー
ス
のAW

K

やperl
な
ど
が
使
わ
れ
て
、
日
本
語
資
料
の
テ
キ
ス
ト
形
式
の
電
子
デ
ー
タ
か
ら
簡
便
な
索
引

や
用
例
集
の
作
成
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
、
稿
者
は
記
憶
し
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
、
稿
者
は
現
状
で
の
日
本
語
資
料
の
機
械
処
理
の
水
準
を
全
く
承
知
し
て
い
な

い
が
、
右
の
例
35
の
様
な
場
合
、PD

F

フ
ァ
イ
ル
に
対
す
る
ソ
フ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
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組
め
る
の
な
ら
、
行
末
括
弧
内
の
索
引
な
ら
ば
見
出
し
語
、
あ
る
い
は
、
タ
グ
に
相
当

す
る
「
・
％
％
％
・
」
と
用
例
集
一
行
の
行
頭
に
あ
る
用
例
番
号
「
35
」
と
を
抜
き
出

し
て
、
五
十
音
順
配
列
を
す
れ
ば
、
簡
単
に
簡
易
索
引
が
作
成
で
き
る
理
屈
で
あ
る
。

語
性
の
情
報
を
付
加
す
る
に
し
て
も
、

35
、
輕
シ
ク
宸
︱

嚴ケ
ム

を
黷
「
ケ
カ
」「

シ
」［
イ
、
黷
す
］、
伏
（
し
）「
テ
」
深
「
ク
」
戰
︱

越
「
ス
」［
イ
、
戰
（
き
）

越ヲノ　ヽ

ク
に
深
シ
］
沙
門
智
藏
、
誠
惶
「
ヲ
ノ
ヽ
ク
」誠
恐
謹
言　
（
一
：
三
ウ
３
、・
か
ろ
が
ろ
し
【
形
】・
シ
ン
ゲ
ム
・

け
が
す
【
四
動
】・
て
【
助
】・
ふ
か
し
【
形
】・
す
【
サ
変
動
】・
を
の
の
く
【
四
動
】・
ふ
か
し
【
形
】・

を
の
の
く
【
四
動
】・
）

な
ど
の
品
詞
情
報
な
り
を
付
け
加
え
る
の
は
行
末
の
（　

）
内
で
済
ま
せ
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
情
報
が
如
何
に
複
雑
に
な
ろ
う
が
、
文
脈
を
保
証
す
る
訓
読
文
自
体
の
読
み
解
き

易
さ
、
受
け
入
れ
易
さ
を
壊
す
こ
と
が
な
い
。

　

以
下
に
高
山
寺
本
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
の
用
例
集
と
し
て
実
際
に
掲
げ
た
様

式
は
語
性
の
情
報
を
割
愛
し
た
が
、
先
述
の
如
く
、
訓
読
文
の
文
脈
を
付
し
て
、
実
際

に
入
力
公
開
の
方
法
を
採
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、PD

F

フ
ァ
イ
ル
形
式
で
の

ネ
ッ
ト
上
へ
の
公
開
な
ら
、
断
続
的
に
連
載
で
掲
載
し
て
も
、
利
用
者
側
に
お
い
て
、

Adobe

のAcrobat

を
使
用
し
て
切
り
貼
り
が
出
来
る
の
で
、
一
資
料
体
の
分
割
連
載

用
例
の
、
分
割
掲
載
し
た
複
数
の
原
稿PD
F

フ
ァ
イ
ル
を
統
合
し
て
、
一
資
料
体
の
検

索
が
、
一
フ
ァ
イ
ル
で
簡
便
に
行
え
る
こ
と
と
な
る
。
繰
り
返
す
が
、
稿
者
は
具
体
的

な
手
順
や
、
可
能
性
を
判
断
で
き
な
い
が
、PD

F

フ
ァ
イ
ル
形
式
に
対
し
て
、
簡
易
索

引
作
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
成
可
能
で
運
用
で
き
る
も
の
な
ら
、
あ
る
一
資
料

体
の
仮
名
点
加
点
箇
所
の
総
索
引
が
簡
単
に
作
成
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
複
数
の
個
人
、

複
数
の
集
団
が
、
時
間
的
な
幅
を
持
っ
て
作
成
・
公
開
し
た
用
例
集
の
断
片
を
か
き
集

め
て
、
同
様
の
処
理
が
行
え
る
な
ら
、
例
え
ば
、
平
安
時
代
三
千
余
点
の
訓
点
資
料
の

全
て
の
仮
名
点
加
点
例
を
、
研
究
者
個
人
の
手
元
に
置
い
て
閲
覧
の
検
索
、
あ
る
い
は
、

簡
易
索
引
作
成
が
可
能
と
な
る
こ
と
と
な
る
。

　

即
ち
、
稿
者
は
、
誰
で
も
用
例
蓄
積
の
た
め
の
用
例
集
作
成
に
参
加
で
き
て
、
し
か
も
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
熟
達
度
に
は
無
関
係
に
老
弱
男
女
が
関
わ
れ
る
様
式
で
標
準
を
定
め
、

し
か
も
文
脈
が
読
み
や
す
く
簡
便
に
利
用
で
き
る
方
式
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

主
張
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
稿
者
に
は
、
井
の
中
の
蛙
的
な
近
視
眼
的
思
考
で
、
長
期
の
将
来
的
展
望

に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
強
く
、
大
方
の
率
直
な
批
判
を
戴
き
た
い
と
心

底
念
じ
て
い
る
。

　
　
　
　

注

　

１
、
電
子
化
さ
れ
た
日
本
語
資
料
は
多
数
に
登
る
が
、
近
時
、「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（
先
行
公
開

　
　
　

版
）http://w

w
w.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/apply/

」（
国
立
国
語
研
究
所 

「
日
本

　
　
　

語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
公
開
担
当
）
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、
国
立
国
語
研
究
所
に
お
い
て
萌
芽
発
掘
型
「
訓
点
資
料
の
構
造
化
記
述
」（
実
施
期

　
　
　

間
・
平
成
二
十
一
年
十
月
〜
平
成
二
十
四
年
九
月
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
高
田
智
和
）

　
　
　

http://w
w
w.ninjal.ac.jp/research/project/c/kunten/

・
試
験
公
開http://w

w
w
2.

　
　
　

ninjal.ac.jp/kongochokyo/

の
研
究
期
間
が
終
了
し
て
い
る
。

　

２
、
拙
稿
「
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
に
つ
い
て
︱
上
表
と
勅
答
の
訓
読
語
に
お
け
る

　
　
　

待
遇
表
現
法
を
中
心
に
︱
」（『
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
平
成
二
十
三

　
　
　

年
度
』
平
成
二
十
四
年
三
月
）
参
照
。
な
お
、
用
例
集
に
掲
げ
た
一
文
の
前
後
の
漢
文
脈
の
検

　
　
　

討
に
は
、「SAT

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://21dzk.l.u-tokyo.

　
　
　

ac.jp/SAT/

）
に
公
開
さ
れ
て
い
る
本
文
を
利
用
で
き
る
。

　
　
　
　
［
付
記
］

　
　

本
稿
は
、未
完
を
承
知
で
、本
報
告
論
集
に
掲
げ
て
、公
の
批
判
を
仰
ご
う
と
決
断
し
た
背
景
に
は
、

　
　

Facebook

上
を
通
じ
て
、
種
々
に
ご
教
示
戴
い
て
い
る
大
阪
大
学
・
岡
島
昭
浩
氏
の
投
じ
ら
れ

　
　

た
ポ
ス
ト
に
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
ポ
ス
ト
（
岡
島
昭
浩
・
二
〇
一
三
年
一
月
二

　
　

日
、17

：48　

http://w
w
w.facebook.com

/okjm
a/posts/578085792217624

）
は
、「
共

　
　

有
範
囲
：
昭
浩
さ
ん
の
友
達
」
で
投
じ
ら
れ
た
ポ
ス
ト
で
、
公
開
を
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

　
　
　

○
春
日
政
治
先
生
の
著
作
権
が
切
れ
た
か
ら
、
金
光
明
最
勝
王
経
の
訓
読
文
な
ど
を
電
子
化
で

　
　
　
　

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。（
以
下
略
）

　
　

に
は
じ
ま
る
も
の
で
、
春
日
政
治
『
西
大
寺
本

金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
に
掲
げ
ら
れ

　
　

た
読
み
下
し
文
の
電
子
デ
ー
タ
化
を
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
切
っ
掛
け
を
作
っ
て
戴
い
た
こ

　
　

と
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
巻
第
一
仮
名
点
箇
所
訓
読
文
用
例
集

　
　
　
　

凡
例

一
、
本
用
例
集
は
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
巻
第
一
の
中
の
仮
名
加
点
箇
所
を
出
現
順

　
　

に
列
挙
し
た
用
例
集
で
あ
る
。

一
、
用
例
の
掲
出
は
、
仮
名
加
点
の
存
す
る
箇
所
を
中
心
に
、
一
文
単
位
で
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
割
書
は
、《　

》
に
包
ん
で
示
す
。

一
、
原
本
の
片
仮
名
加
点
箇
所
は
片
仮
名
で
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
を
用
い
て
表
示
す
る
。

一
、
朱
点
に
は
何
も
付
さ
ず
、
墨
点
に
つ
い
て
「　

」
を
付
し
て
墨
点
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
。

一
、
用
例
中
、
私
に
補
っ
た
字
句
は
（　

）
を
付
し
て
、
平
仮
名
で
表
示
す
る
。

一
、
不
読
の
文
字
は
、［　

］
に
包
ん
で
、［
於
］［
也
］
等
と
示
す
。

一
、
再
読
字
は
、
二
度
目
の
読
み
を
［　

］（
再
讀
）
と
示
す
。

一
、
必
要
な
訓
読
注
は
、
用
例
挙
例
の
後
に
＊
を
付
し
て
小
文
字
で
記
す
。

一
、
所
在
、
検
索
用
語
は
、
用
例
文
末
に
（　

）
を
付
し
て
表
示
す
る
。

一
、
右
は
、（
巻
数
：
用
例
の
所
在
丁
行
、
検
索
用
語
）
の
順
に
掲
げ
た
。
こ
の
内
、
用
例
の
丁
行
の
行

　
　

数
表
示
は
、
用
例
の
一
文
が
始
ま
る
漢
字
の
所
在
行
を
表
示
し
た
。

一
、
こ
の
所
在
の
（　

）
内
の
検
索
用
語
は
、
電
子
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
検
索
の
便
を
考
え
て
、
和
語

　
　

は
平
仮
名
で
、
字
音
語
ま
た
は
字
音
語
に
準
ず
る
も
の
は
片
仮
名
で
語
形
を
掲
げ
た
。

一
、
検
索
用
の
語
は
、
訓
読
本
文
に
活
用
語
（
用
言
及
び
助
動
詞
）
と
し
て
現
れ
る
場
合
、
終
止
形
を

　
　

基
本
と
し
た
。

一
、
誠
に
不
体
裁
で
あ
る
が
、
検
索
の
便
宜
上
、
用
例
の
改
行
後
に
、
行
頭
の
空
白
を
置
か
な
か
っ
た
。

　
　

行
頭
段
下
げ
の
代
わ
り
に
、
用
例
の
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
、
各
一
文
の
用
例
の
後
に
半
行
の
空

　
　

白
を
置
い
た
。
紙
幅
の
都
合
上
、
徒
然
と
な
る
の
で
、
用
例
は
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
表
示
し
た
。

一
、
外
字
の
表
示
に
は
、
用
例
該
当
箇
所
に
「
〓
」
を
表
示
し
て
、
行
末
の
（　

）
括
弧
内
に
情
報
を

　
　

表
示
し
た
。
情
報
の
表
示
方
法
は
、
当
該
字
を
分
解
表
示
「
〓
＝
Ａ
＋
Ｂ
」
等
し
た
場
合
と
、
大

　
　

修
館
書
店
刊
の
大
漢
和
辞
典
番
号
を
記
入
し
て
示
し
た
場
合
が
あ
る
。

１
、
代
（
去
）
宗
（
上
）
朝
（
平
）
贈
（
去
濁
）
司
空「
コ
ウ
」、

大
辨
正
、
廣
智
三
藏
和
上
、
表
制
集
、
巻
第
一
《
幷
（
せ

て
）
序
》（
一
：
一
オ
１
、・
シ
コ
ウ
・
）

２
、
大
唐
大
興
善
寺
、
三
藏
者は

諱「
ク
ヰ
」

　
「
上
濁
」［
イ
、
諱

「
イ
ミ
ナ
」］「
ハ
」
智
藏
（
人
名
）
號
「
カ
ウ
」「
ハ
」
不
空
金
剛
、
梵
に

は
藏
と
曰
（
ふ
）　
（
一
：
一
オ
３
、・
グ
ヰ
・
い
み
な
・
は
・
ガ
ウ
・
）

３
、
眞
言
を
稟ホ
ム

受音須
（
す
る
）
コこ

とト
、
廿
四
年
。（
一
：
一
オ
４
、・
ホ
ム
ズ
・
こ
と
・
）

４
、
衣
（
返
）

樞
「
カ
イ
ツ
ク
ロ
」

　
「
フ
テ
」
益
「
エ
キ
」「

ヲ
」
請「
コ
」「

フ
」。（
一
：
一
オ
４
・
か
い
つ
く
ろ
ふ
・
て
・
エ
キ
・
を
・

こ
ふ
）

５
、
大
師
の
歿
︱

後
に
［
イ
、
歿
（
し
）「
タ
マ
テ
」
後
（
に
）］
還
（
り
）
て
五
天
（
返
）
に
詣イ
タ

「
テ
」
梵

本
瑜
伽
、
備

「
ツ
フ
サ
」

　
「
ニ
」［
上
欄
外
、
備
に
］
皆
（
な
）
披
︱

閲見也
セ
リ
［
イ
、
披
閲「
エ
ツ
」「

ス
」］。（
一
：
一
オ
４
、・

た
ま
ふ
・
い
た
る
・
て
・
つ
ぶ
さ
な
り
・
す
・
り
・
ヒ
エ
ツ
・
す
・
）

６
、
周
「
ク
」
徧
︱

覽
シ
テ
［
イ
、
徧
「
メ
ク
」「
リ
」
覽
（
て
）］
旋
「
カ
ヘ
」て
帝
︱

京
に
赴
「
ク
」。（
一
：
一
オ
５
、・
あ

ま
ね
く
・
す
・
て
・
め
ぐ
る
・
か
へ
る
・
お
も
む
く
・
）

７
、
或
は
河
西
に
［
イ
、
河
西
「
ヲ
」］
化
「
シ
」、
或
（
は
）
關
内「
タ
イ
」に

歸
「
ス
」　
（
一
：
一
オ
５
、・
を
・

す
・
ク
ワ
ン
ダ
イ
・
す
・
）

８
、
至
︱

徳
貳
年
に
尅カ

テ
京
洛
に
復カ
ヘ

ル
。（
一
：
一
オ
６
、・
か
つ
・
て
・
か
へ
る
・
）

９
、
和
上
親
（
く
）　

聖
旨
（
返
）
を
承
（
け
）
壇
場
（
返
）
を
精
︱

建
（
し
）
灌
頂
の
師
爲
「
リ
」。（
一
：

一
ウ
１
、・
た
り
・
）

10
、
三
朝
寵
︱

遇
「
シし

てテ
」
表
︱

謝
答
︱

制
す
。（
一
：
一
ウ
２
、・
す
・
て
・
）

11
、
大「ス
ヘ
テ
」
︳

凡
［
而
］［
イ
、
大
凡
而て

］
言「イ」「
ヘ
ハ
」
一
百
四
十
四
首
。（
一
：
一
ウ
２
、・
す
べ
て
・
い
ふ
・
ば
・
）

12
、庶
は
將
︱

來
（
返
）
に
流
︱

布
し
て
好
︱
學
（
の
）［
之
］
徒
を
し
て
、其
（
の
）
志
を
知
（
る
）
ト
ナ
リ
、

［
也
］。（
一
：
一
ウ
３
、・
と
・
な
り
・
）

13
、天
下
（
の
）
梵
夾
（
返
）
を
捜
︱

訪
（
し
）
脩
︱

葺
翻
︱

譯
（
せ
）
ム
ト
請
（
ふ
）
制
書
一
首
（
一
：
一
ウ
２
、・

む
・
と
・
）

14
、
皇
后
張
氏
に
賀
冊シ
ヤ
クシ

タ
マ
フ
、
表
一
首　
（
一
：
一
ウ
３
、・
ガ
シ
ヤ
ク
・
す
・
た
ま
ふ
・
）

15
、
杜
（
去
）
︱

冕
中
丞
・
封
（
返
）
を
廻カ
ヘ

シ
翻
︱

譯
經
︱

院
に
入
（
待
）（
む
）
と
請
（
ふ
）、
制
書
一
首
（
一
：

二
ウ
２
、・
か
へ
す
・
）

16
、御
製
の
新
仁
王
經
の
序
を
謝
シ
幷
に
百
座
に
慶
︱

雲
を
賀
（
す
る
）
表
一
首
《
幷
序
》（
一
：
二
ウ
３
、・
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す
・
）

17
、
収
「
ヲ
サ
ム
」︱復
西
京
を
賀
（
す
る
）、
表
一
首　
（
一
：
二
ウ
５
、・
を
さ
む
・
）

18
、 

大
興
善
寺
三
藏
沙
門
智
藏
言
ク
。（
一
：
二
ウ
６
、・
い
は
く
・
）

19
、
竊
に
︳

聞
（
く
）　

惟「
コ
」「

レ
」
天
「
天
地
天
也
」大
、
非
「
ナ
リ
ト
」
爲す

。（
一
：
二
ウ
６
、・
こ
れ
・
な
り
・
と
・
）

20
、
元
︱

聖
に
非
（
す
）
は
、
以
（
て
）
天
（
返
）
に
順
（
ひ
）
誅
「
チ
ウ
」上

［
イ
、
誅
「
ツ
ミ
」］
を
行
中
（
ふ
）
コ
ト
無
下

シ
。（
一
：
二
ウ
６
、・
チ
ウ
・
つ
み
・
こ
と
・
な
し
・
）

21
、
惟「
コ
」「

レ
」
王
、
天
に
法
「
カ
タ
ト
」「

ル
」［
イ
、
法ノト
ル
］　
（
一
：
二
ウ
７
、・
こ
れ
・
か
た
ど
る
・
の
と
る
・
）

22
、興

「
キ
ヨ
ウ
」︱王

「
興
王
也
」に
非
（
す
は
）
以
て
天
（
返
）
に
代
（
り
）
物
を
育
「
ヤ
シ
ナ
」「
フ
」
コ
ト
無
（
し
）。（
一
：
二
ウ
７
、・

キ
ヨ
ウ
ワ
ウ
・
や
し
な
ふ
・
こ
と
・
）

23
、
伏
（
し
て
）
惟
（
み
れ
は
）　

陛
下
、
功
、
立
極
に
超
エ
、
道 

混
︱

元
に
冠
（
た
ら
）「
シ
メ
タ
リ
」。

（
一
：
三
オ
１
、・
こ
ゆ
・
し
む
・
た
り
・
）

24
、
堯
の
寶
圖
を
纉「
ツ
」「
イ
テ
」。
禹
の
丕ヒ
︱

績
に
復
「
フ
ク
」ス
。（
一
：
三
オ
１
、・
つ
ぐ
・
て
・
ヒ
セ
キ
・
フ
ク
・
す
・
）

25
、
自

「
コ
ノ
コ
ロ
」

︳

頃

「
三
物
也
」

元
︱

兇
「
ク
ヰ
ヨ
ウ
」已

に
殄
「
ホ
ロ
」「

ヒ
テ
」
殘
︱

孽
「
ケ
ツ
」［
イ
、
殘
「
ノ
コ
ン
ノ
」

孽
「
ク
ヰ
セ
ナ
リ
」

　
　

］
猶ヤ
ヒ（
未
詳
）

　

迷
シ
、
陛
下
、
義 

倒「
タ
ウ
」︱戈

「
ク
ワ
」（
返
）
を
待
（
ち
）
恩
、
善
「
セ
ン
」（
去
）
貸
「
タ
イ
」 

先
ン
ス
。（
一
：
三
オ
２
、・
こ
の
こ
ろ
・
グ
ヱ
ン
ク
ヰ
ヨ
ウ
・

ほ
ろ
ぶ
・
て
・
ザ
ン
ゲ
ツ
・
の
こ
り
・
の
・
く

（
存
疑
）ゐ

せ
・
な
り
・
や
（
未
詳
）ひ

・
す
・
タ
ウ
ク
ワ
・
ゼ
ン
タ
イ
・

さ
き
ん
ず
・
）

26
、暫
ク
貔「

ヒ
」︱

武
「
武
兵
也
」
（
返
）
勞
「
ラ
ウ
」（

し
）
永
ク
材「夷
也
」
︱

狼
を
滅
ス
［
イ
、滅
セ
リ
］。（
一
：
三
オ
３
、・
し
ば
ら
く
・
ヒ
ブ
・

ラ
ウ
・
な
が
し
・
す
・
す
・
り
・
）

27
、
京
「
□
□
京
也
」
︱

輩
自ヨ
リ

樓
︱

臺
に
肅
清
し
て
望
シ
奉
セ
シ
め
、
陛
下 

從
人
︱

欲
「
思
也
」（
返
）
に
俯
「
隨
也
」（
ひ
）
て
克ヨ

ク
天
心

に
叶
「
カ
ナ
」「

フ
」。（
一
：
三
オ
３
、・
よ
り
・
す
・
す
・
し
む
・
よ
し
・
か
な
ふ
・
）

28
、山
川 

移
（
ら
）
不
、園
苑 

舊
キ
カ
如
（
く
）
今 

鑾
︱

輿
既
に
降
（
り
）
て
聖
︱

政
惟コ

レ
新
ナ
リ
。（
一
：

三
オ
４
、・
ふ
る
し
・
が
・
こ
れ
・
あ
ら
た
な
り
・
）

29
、
方
に
昭ア

キ
ラカ

ニ
昊
穹キ
ウ
（
返
）
に
報
シ
斯
の
仁
︱

壽
上
を
濟
「
ス
ク
」中

「
ハ
ム
ト
ス
（
マ
マ
）」

將す

下
。（
一
：
三
オ
５
、・
あ

き
ら
か
な
り
・
カ
ウ
キ
ウ
・
す
・
す
く
ふ
・
む
・
と
・
す
・
）

30
、
上
皇
、
汾
陽
（
の
）［
之
］
賀 

導
キ
、
上「
上
帝
天
也
祭
天
於
円
□
」帝

、
圓
丘「キウ

」（
の
）［
之
］
壇
に
類
セ
リ
。（
一
：

三
オ
６
、・
み
ち
び
く
・
エ
ン
キ
ウ
・
す
・
り
・
）

31
、沙「恒沙

劫
」劫に
（
し
）
而て

轉
法
輪
を
演「
ノ
」「
ヘ
テ
」
千「三千

界
」界（
返
）
に
朗
（
に
し
）
而て

佛
日
懸
（
け
）
タ
リ
。（
一
：

三
オ
７
、・
の
ぶ
・
て
・
た
り
・
）

32
、智
藏
（
人
名
）
久
（
し
く
）
王
化
（
返
）
に
霑
（
し
）
重
（
ね
）
て
漢
儀
を
覩
ル
。（
一
：
三
ウ
１
、・
み
る
・
）

33
、
生
成
已
に
多
シ
、
報
︱

効
何「
ナ
ニ
」「
ヲ
カ
」
冀ネ
カ

ハ
ム
。（
一
：
三
ウ
１
、・
お
ほ
し
・
な
に
・
を
・
か
・
ね

が
ふ
・
む
・
）

34
、鳧
藻セ
ウ（

の
）［
之
］至（
返
）に
勝「
タ
」（
待
）「
エ
」不 

謹（
み
）「
テ
」銀
︱

臺
︱

門（
返
）に
詣イ
タ

リ［
イ
、詣

「
マ
ウ
」
　
「
テ
ヽ
」］

奉
表
陳
賀
以
︱

聞
ス　
（
一
：
三
ウ
２
、・
フ
セ
ウ
・
た
ふ
・
て
・
い
た
る
・
ま
う
づ
・
て
・
す
・
）

35
、
輕
シ
ク
宸
︱

嚴ケ
ム

を
黷
「
ケ
カ
」「

シ
」［
イ
、
黷
す
］、
伏
（
し
）「
テ
」
深
「
ク
」
戰
︱

越
「
ス
」［
イ
、
戰
（
き
）

越ヲノ　ヽ

ク
に
深
シ
］
沙
門
智
藏
、
誠
惶

「
ヲ
ノ
ヽ
ク
」誠
恐
謹
言　
（
一
：
三
ウ
３
、・
か
ろ
が
ろ
し
・
シ
ン
ゲ
ム
・
け

が
す
・
て
・
ふ
か
し
・
す
・
を
の
の
く
・
ふ
か
し
・
を
の
の
く
・
）

36
、
乾
「
ケ
ン
」「

︱
」
元
（
平
濁
）
光
天
、
大
聖
文
武
、
孝
感
皇
帝
ノ
批
（
左
傍
墨
訓
「
ヲ
ク
カ
ム
」
ア
リ
、「
オ
ク
カ
キ
」
歟
未
詳
）

（
一
：
三
ウ
６
、・
ケ
ン
グ
ヱ
ン
・
の
・
お
く
が
き
・
）

37
、 

諡
は
文
明
「
ヘ
イ
」武
徳
、
大
聖
、
大
宣
孝
皇
帝
［
イ
、
大
宣
孝
皇
帝
を
諡
「
シ
ヌ
」］（
一
：
三
ウ
７
、・
ブ

ン
ベ
イ
・
す
・
ぬ
・
）

38
、
狡
「
カ
ウ
」（
上
）
猾
「
ク
ワ
ツ
」（
入
）（
の
）［
之
］
流タクヒ、
久
く
殘セ
ン

［
イ
、
殘
「
ソ
コ
ナ
フ
」］
暴
「
□
ウ（
？
）」を

爲「
ナ
」「

ス
」。（
一
：
四
オ
１
、・
カ
ウ

ク
ワ
ツ
・
た
ぐ
ひ
・
ひ
さ
し
・
セ
ン
ボ
ウ
・
そ
こ
な
ふ
・
な
す
・
）

39
、天
、其
の
禍
を
厭
（
ひ
）
卒ツ
ヒ

に
敗

「
ハ
イ
」︱

亡
「
ハ
ウ
」を
以
て
「
す
」。（
一
：
四
オ
１
、・
つ
ひ
に
・
ハ
イ
バ
ウ
・
も
て
す
・
）

40
、
城

「
セ
イ
」︱

闕

「
□
君
也
」
（
返
）
を
顧
（
み
）
而て

依
︱

然
、
士
︱

庶
（
返
）
に
臨
（
み
）
而て

咸
「
コ
ト
／
＼
」「

ク
ニに

」
若
（
し
）。（
一
：

四
オ
１
、・
セ
イ
ク
ヱ
ツ
・
こ
と
ご
と
く
に
）

41
、感
︱

慰
（
の
）［
之
］［
イ
、感「ヤ

」慰「
マ
ム
」［
之
］］
至
「
レ（
？
）ル
」、深
「
ク
」
朕
「
カ
」
懷

「
ヲ
モ
ヰ
」
　
「
ニ
」
在
「
リ
」。

（
一
：
四
オ
２
、・
や
む
・
む
・
い
た
る
・
り
・
ふ
か
し
・
が
・
お
も
ひ
・
に
・
あ
り
・
）

42
、
賀
「
ユ（

ス
）ル

」
所 

知
ヌ
。（
一
：
四
オ
２
、・
す
・
ぬ
）

43
、伏
（
し
）
て
承

「
ウ
ケ
タ
ハ
」
　
「
レ
ハ
」［
イ
、承
「
レ
ハ
」］
官
軍
、捷音
妾

［
イ
、
捷
「
カ
チ
モ
ノ
」］ 

を
獻
（
し
）
東
京
を
收
「
シ
ウ
」︱

復
す
。
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（
一
：
四
オ
５
、・
う
け
た
ば
る
・
う
け
た
ま
は
る
・
ば
・
ば
・
か
ち
も
の
・
シ
ウ
フ
ク
・
す
・
）

44
、
逆
黨
氷「

ヒ
」ノ

コ
ト
ク
に
銷
（
え
）
て
王
の
師
「
イ
ク
サ
」獨
剋「
カ
」「

テ
リ
」［
イ
、
剋カ
チ
ヌ
］。（
一
：
四
オ
６
、・
ひ
・

の
・
ご
と
し
・
い
く
さ
・
か
つ
・
り
・
か
つ
・
ぬ
・
）

45
、
生
︱

靈
慶
︱

快
シし

てテ
失
ノ
圖「ト」「
ヲを

」
抃
「
ヘ
ン
」

躍
「
ヤ
ウ（
マ
マ
）」

　
（
す
）。（
一
：
四
オ
６
、・
す
・
て
・
の
・
ト
・
を
・

ベ
ン
ヤ
ク
・
）

46
、智
藏
、聞
（
く
）、徳
に
逆
「（
さ
）カ
」「

フ
」
者
は
亡
「
ホ
ロ
」「

ヒ
」
已
「
カ
」
孽
「
ケ
ツ
」（
入
濁
）［
イ
、
孽
「
ワ
サ
ワ
ヒ
」］
は
逭
「
ノ
カ
」「

レれ

」
難
（
し
）

「
ト
イ
フ
コ
ト
」［
於
］
竹
葉
（
返
）
を
垂「
タ
」「

レ
テ
」
允
「
マ
コ
ト
」「

ニ
」
是
（
れ
）
格
「
カ
ク
」「
ケ
ン
」

言
（
平
濁
）「
ナ
リ
」［
イ
、是
（
の
）

格「タヽ
」「
シ
キ
」
言
允ミ
チ
（
た
り
）］。（
一
：
四
オ
７
、・
さ
か
ふ
・
ほ
ろ
ぶ
・
が
・
ゲ
ツ
・
わ
ざ
わ
ひ
・
の
が
る
・

と
・
い
ふ
・
こ
と
・
た
る
・
て
・
ま
こ
と
な
り
・
カ
ク
ゲ
ン
・
な
り
・
た
だ
し
・
み
つ
・
）

47
、
狂
︱

胡
の
華ミ
ヤ
コを

［
イ
、
華
「
ク
ワ
」「
ヲ
」］
亂
（
待
）（
り
）「
シ
」
自
「
ヨ
リ
」三「三年

也
」歳を
經
（
待
）（
む
）「
ト
」
向「
ス
」［
イ
、
ト

向シ
キ
］。（
一
：
四
ウ
１
、・
み
や
こ
・
ク
ワ
・
を
・
き
・
よ
り
・
と
・
す
・
と
・
す
・
き
・
）

48
、神 

人
（
の
）
憤
「
イ
キ
ト
ホ
リ
」

（
返
）「
ヲ
」
怨
「
ミ
」
惡

「
ア
ク
」︱

念
「
シ
ム
」（
上
）
貫「ミ」「
チ
」
盈「
ミ
」「
チ
テ
」［
イ
、貫
盈
（
て
）
は
］

　

陛
下
、
肝ヒ

タ

ケ
テ
食
「
シ
」
宵ヨ
ハ

ニ
衣
「
籠
夜
着
衣
也
」

　

て
箪
「
ラ
ウ
」

︱

醪價也
（
平
）
膳
を
等
（
し
く
）「
ス
」。（
一
：
四
ウ
１
、・

い
き
ど
ほ
り
・
を
・
う
ら
む
・
ア
ク
シ
ム
・
み
つ
・
み
つ
・
て
・
ひ
た
く
・
て
・
す
・
よ
は
・
に
・
タ

ン
ラ
ウ
・
ひ
と
し
く
す
・
）

49
、遂
に
︳

使「
セ
シ
」「
メ
ツ
」
股
︱

肱
（
を
し
）
て
力
（
返
）
を
畢
「
ツ
ク
」「
シ
」
熊「
イ
ウ
」「
フ
」

︱

武
「
唐
也
」 

先
（
に
す
る
）
コ
ト
［
イ
、先
「
タ

ム
コ
ト
」］
を
爭
「
フ
」。（
一
：
四
ウ
３
、・
つ
ひ
に
・
す
・
し
む
・
つ
・
つ
く
す
・
イ
ウ
ブ
・
こ
と
・

さ
き
だ
つ
・
む
・
こ
と
・
あ
ら
そ
ふ
・
）

50
、
廟
︱

略 

遺
（
る
）「
コ
ト
」
无
ク
［
イ
、
无
「
ナ
リ
」］、
神
︱

功 

再
「
フ
タ
ヽ
□
」（
せ
）
不「
ス
」。（
一
：
四
ウ
３
、・

こ
と
・
な
し
・
な
り
・
ふ
た
た
び
す
・
ず
・
）

51
、
期
の
破
︱

竹
（
返
）
に
乘「
ノ
」「

テ
」
彼
の
倒
「
タ
ウ
」︱

戈
「
ク
ワ
」（
平
）
に
會
「
ヘ
リ
」　
（
一
：
四
ウ
４
、・
の
る
・
て
・

タ
ウ
ク
ワ
・
あ
ふ
・
り
・
）

52
、
一ツハ

モ
ノ

︳

戎
ヲ
モ
テ
［
イ
、
一
戎「
シ
ウ
」し
て
］［
而
］
三
ヒ
捷カ
ツ
［
イ
、
三
︱

捷
「
セ
ウ
」（
す
る
）］
こ
と
累
「
シ
キ
リ
」に
臻
「
イ
タ
」「
リ
」、

旬
︱

日
に
「
シし

てテ
」
而
て
兩
︱

都 

咸
（
く
）「
ニに

」
復
「
ス
」　
（
一
：
四
ウ
４
、・
つ
は
も
の
・
を
・
も
て
・

イ
チ
ジ
ウ
・
み
た
び
・
か
つ
・
サ
ム
セ
ウ
・
し
き
り
に
・
い
た
る
・
す
・
し
て
・
こ
と
ご
と
く
に
・
す
・
）

53
、斯
（
れ
）
實
に
睿「
エ
イ
」「
ホ
ウ
」

︱

謀

「
御
謀
」

廣
「
ク
」
運
（
ひ
）
て
［
イ
、
運
「
ナ
リ
」］
英
︱

略
（
せ
）
不
（
待
）（
る
）

こ
と
莫
シ
（
一
：
四
ウ
５
、・
エ
イ
ボ
ウ
・
ひ
ろ
し
・
な
り
・
な
し
・
）

54
、
常
（
返
）
に
殊
（
待
）「
ナ
リ
」　

聖
力
匡
︱

持「チ」「
シし

てテ
」［
イ
、
匡
持
モ
テ
］ ［
イ
、
匡
「
タ
ヽ
ス
」
持
］ 

特「
コ
ト
」に

列
「
レ
ツ
」︱

辟「堯以
後
之
王
曰
々
々
」「
ヨ
リ
」
高
「
シ
」。（
一
：
四
ウ
５
、・
こ
と
な
り
・
キ
ヤ
ウ
ヂ
・
す
・
て
・
も
て
・
た
だ
す
・

こ
と
な
り
・
レ
ツ
ヘ
キ
・
よ
り
・
た
か
し
・
）

55
、
方
︱

將
に
（
し
）
て
［
イ
、
方
「
ニ
」［
將
］］
勒
「
シ
テ
」
東
︱

岱
「
タ
イ
」（
返
）「
ヲ
」
崇
「
メ
テ
」［
イ
、
東

岱
を
勒
︱

崇
し
て
］
報
を
上
︱

玄
に
ア昭

「
ア
キ
ラ
」「
カ
ニ
ス
」［
イ
、
上
玄
（
に
）
昭
報
「
ス
」］。（
一
：
四
ウ
６
、・

ま
さ
に
・
す
・
て
・
ト
ウ
タ
イ
・
を
・
あ
が
む
・
て
・
あ
き
ら
か
に
す
・
す
・
）

56
、智
藏 

幸
（
ひ
）
に
昌
︱

明
（
返
）
を
保タモ
（
ち
）
佇
「
コ
ヒ
ネ
カ
」

　
「
ヒ
」、盛
︱

禮
「
レ
イ
」を
觀
む
を
［
イ
、觀
「
ル
」］。（
一
：

四
ウ
７
、・
た
も
つ
・
こ
ひ
ね
が
ふ
・
セ
イ
レ
イ
・
み
る
・
）

57
、
抃
︱

躍
「
ヤ
ク
」（

の
）［
之
］
至
に
任
（
せ
）
不
。（
一
：
四
ウ
７
、・
ベ
ン
ヤ
ク
・
）

58
、宸
嚴
（
返
）
を
輕
黷
（
し
）
深
（
く
）
戰
越
「
ニに

」
伏
（
す
）、沙
門
智
藏
誠
歡
誠
喜
謹
言
（
一
：
五
オ
１
、・

に
・
）

59
、
皇
帝
「
ノ
」
批
「
ヲ
ク
カ
キ
」

　
［
イ
、
批セイ（
存
疑
）

　

］
所
賀
（
す
る
）
所
、
知
「
ヌ
」　
（
一
：
五
オ
４
、・
の
・
お
く
が

き
・
セ
イ
・
ぬ
・
）

60
、
沙
門
不
空
言
「
ヌ（

ス
）」。（
一
：
五
オ
６
、・
ま
う
す
・
）

61
、
不
空
聞
「
ク
」。（
一
：
五
オ
６
、・
き
く
・
）

62
、
道

「
正
道
也
」

「

「
ミ
チ
」

ハは

」
惟
れ
帝
「
白
土
□
也
」の
先
（
平
）［
イ
、
先
「（
さ
）キ
」

　

］「
ナ
リ
」、
帝
道
洽ア
マ
ネキ

と
き
に
は
［
則
］
神
︱

功
不
︱

宰
「
ナ
リ
」［
イ
、
宰

「
サ
イ
」「
□
ハ
」
不
］。（
一
：
五
オ
６
、・
み
ち
・
は
・
さ
き
・
な
り
・
あ
ま
ね
し
・
な
り
・

さ
い
は
ふ
・
）

63
、
孝
は
徳
の
本

「（
も
）ト
」

　

爲「
タ
」「

リ
」。（
一
：
五
オ
７
、・
も
と
・
た
り
・
）

64
、
至
︱

徳
茂「
モ
」「
ク
シ
テて

」［
而
］
克
く
元
︱

符
を
受
「
ク
」。（
一
：
五
オ
７
、・
も
し
・
し
て
・
う
く
・
）

65
、伏
（
し
て
）
惟
（
れ
）
は　

陛
下
、天
（
返
）
に
膺
（
き
）
堯
ヲ
［
イ
、堯
に
］
纉
「
キき（
？
）」
人
（
返
）「
ニ
」

從
（
ひ
）
禹
に
復
「
ス
」。（
一
：
五
オ
７
、・
を
・
つ
ぐ
・
に
・
す
・
）

66
、
物
（
返
）
を
易「
カ
」「
ヘ
」
不
（
し
）
而て

二「天
儀
也
」

︱

儀
貞
觀
「
ナ
リ
」。（
一
：
五
ウ
１
、・
か
ふ
・
な
り
・
）

【
以
下
続
】
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